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à André Malraux（1901-1976）と題された特集号におさめられたBernard 
















































































7）  Noma Seiroku, Introduction, L’Au-delà dans l’art japonais, Ex.Cat., Musée du Petit 






























































9）  Réception en l'honneur de M. André Malraux à la Maison franco-japonaise le 16 mai 
1974、『日仏文化』No.31、1974年 7 月特集：日仏会館創立50周年記念特集号 Ⅱ /























































12）  この 2 本がどれであったのかは定かではないが、そのうちの 1 本はおそらくは下記の
ものであったろうと、フランク夫人は推定している。
  Gaston Renondeau et Bernard Frank, Le Bouddhisme Japonais : L’introduction de 
Bouddhism au Japon, dans Histoire des religions I; Les religions antiques---La 
formation des religions universelles et les religions de salut en Inde et en Extrême-
Orient, folio Gallimard, 1972, pp1320‒1350
13） 熊野夫須美大神の本地仏は千手観音、熊野速玉大神の本地仏は薬師如来である。
14）  André Malraux , La Métamorphose des dieux tome 3: L’Intemporel, Gallimard, 1976. 
Chapitre 8, p.220



































原注ⅱ）　 Malreaux et le japon, rencontre sous une cascade, dans : Marleaux être et dire, 






















































































4 4 4 4
？」と（まるで小包か何かのように！）2 人で相談し
た夜のことを、淳子夫人はよく憶えている。奥州・平泉という案もあったが、
「奥の細道」を知らなければ、あまり意味をなさないだろう。そうするうち
に、淳子氏がその直前に高野―龍神スカイラインが開通した、というニュー
スを目にしていたことから、熊野というアイデアが浮かんだ。常々高野山か
ら南下する山道の、神秘的な深い森の景観に、日本にはめったにない風景だ
と感じていたことから、もっと先へと進んでみたい、という願いを抱いてい
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た。（もっとも、これは思い違いで、供用開始は後年のこととなる。実際は一
行はかなりの悪路に苦労したらしい。）フランク氏はもともと神仏混交の平安
の熊野信仰に興味を持っており、淳子氏は学生時代から紀南に写生に赴いて
いた。熊野は和歌山出身の淳子氏とベルナール氏の新婚旅行の地でもあった。
この地であれば、西国三十三番札所の第一番青岸渡寺もあるし、山岳信仰な
ど、禅だけではない広い信仰が残っている。風景や温泉を楽しむことも出来
る。その先には伊勢もある。素晴らしい案に思えた。
しかしながら外務省は、誰も知らないおかしなところに要人をお連れする
ことに反対した。ところが衣奈氏が賛成して、このプランが実行されること
となった。
実際は大変な道程であったようだが、マルローは「クローデルはここまで
来ただろうか？」と尋ねたと、竹本氏の報告にある 1 ）。勝浦、その後湯の峰
に宿泊して、マルローは大変満足していたということである。
この旅でマルローは補陀落渡海の信仰について聞き、浄土思想に興味を持
ったようである。自身の老いと、迫る死を意識してのことであったかもしれ
ない。帰国後彼は浄土思想について竹本氏に尋ね、竹本氏はフランク氏に問
い合わせて、いくつかの文献を示唆されたとのことである 2 ）。
東京に戻ったマルローは、大使館でこの熊野旅行について、「あそこまで行
ったフランス人はめったにいない」と、大いに吹聴したもようである。それ
に影響されて、ド・ラブレ大使夫妻も熊野行きを希望するようになった。以
前フランク氏は大使を相馬野馬追に案内したことがあり、「とにかくフランク
と旅行すると面白い」というのが定説になっていたとのことである。
そこで同年 7 月末のある週末、まずはフランク夫妻と大使夫人が名古屋経
由で新宮入りした。台風が近づいており、淳子氏は密かに心配していたので
はあるが、この週末を逃せば忙しい大使のスケジュールをあけられる日はな
いだろう、と、黙っていた。瀞峡は台風の前兆で霧がかかって美しかった。
翌日大使を白浜空港に迎えた時は、海には白波が立っていた。那智では雨雲
1） 竹本前掲書、p.210
2） 同上、pp.396‒407
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と霧が立ち込めて、滝の落ち口が見えないほどであった。そのために、天が
裂けて雲の中から滝が落ちてくるように見えた。この風景も淳子夫人の脳裏
に刻まれている。
その夜は勝浦で天皇も泊まられたという部屋に宿泊したのだが、台風はい
よいよ強くなってくる。翌日大使は大阪経由で帰京するはずであったが、既
に鉄道は運休している。それならば、と、新宮から名古屋周りのルートをと
ったのだが、雨はいよいよ激しくなり、尾鷲駅は湖のようになって、ここで
も鉄道は止まってしまい、 4 人でピーナツの袋を分け合うという有様であっ
た。すしづめのバスに詰め込まれて旅館に着くと、大使だということで良い
部屋に通してもらえ、やむなく一泊する。「ここから脱出する道は一つしかな
い。潜水艦だ！」などと冗談を言っていた大使は東京での仕事のためにどう
しても帰京しなければならず、大平外務大臣に電話して満席の飛行機の席を
とってもらい、伊勢までタクシー、そこからは鉄道で伊丹まで行って、飛行
機に乗った。大使をこのような危険に晒したことに対して外務省は大変なお
怒りであったが、これも思い出深い冒険譚となったようである。
図2．那智の滝。奇しくも台風の前日
で水量が多く、1974年 7月の冒険譚
を思い起こさせる。（訳者撮影）
図1．ベルナール・フランク氏の書斎にて、氏の
遺影と遺骨の前で淳子夫人。（訳者撮影）
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この年の 9 月の新学期を前にして、フランク夫妻は任期を終えて帰仏。相
次いで大使も帰任して、フランスでこの熊野旅行の冒険譚を大いに自慢した。
翌1975年夏のある日曜に、大使夫妻とフランク夫妻とマルローという顔ぶ
れで昼食の計画があったのだが、当日になってマルローは体調を崩して欠席
となった。熊野の体験を話し合おうと皆大変楽しみにしていたにもかかわら
ず、残念な結果であった。マルローが逝去したのは、それから 2 か月の後の
ことであった。
   72 
